
令和７年度近畿農政局土地改良事業用地補償・管理業務 
従事者育成実務研修実施業務 特別仕様書

 
１ 業務名  
    令和７年度 
  近畿農政局土地改良事業用地補償・管理業務従事者育成実務研修実施業務 
 
２ 業務の目的  
   農業農村整備事業に関する用地補償・管理業務に携わる近畿農政局及び

地方公共団体等の職員に対して、当該用地補償・管理業務分野の専門家か

ら、知識・情報及び民間事例の活用等の研修（講義）を受け、幅広い専門知

識や技術を有する有能な職員の育成を図り、用地補償・管理業務の更なる

円滑・適正化及び効率化に資することを目的とする。 
 
３ 履行期間 
   契約締結の日から、令和７年１１月２８日（金）までとする。 
 
４ 業務の内容 
（１）研修概要 

① 講義は、受講者に測量に関する初歩的な知識を修得させ、測量     

業務の流れを理解させるものとする。 
② 測量実技は、測量機器（トータルステーション等）を用い、受講者に  

測量から図面作成までの作業体系の実務について理解させるものと

する。 
（２）研修時間 
    講義・測量実技：１０時００分～１７時００分 
    令和７年１０月１４日（火）～令和７年１１月１４日（金）までの間に

実施するものとする。 
    なお、実施日については、近畿農政局農村振興部用地課担当（以下、担

当者）という。）と調整を行い決定するものとする。 
（３）研修会場 
    研修会場は、近畿農政局とする。 

 なお、会場については、発注者が準備するものとする。 
（４）受講予定者数 
    ２０名程度 
（５）講師等 
    講 師：測量士又は土地家屋調査士の有資格者とする。 

補助者：測量士補以上の有資格者とする。 
 
５ 作業項目及び指示事項等 
（１）業務計画書の作成及び提出 
   受注者は、本業務契約締結後、２週間以内（行政機関の休日に関する法律      



（昭和６３年法第９１号）第１条第１項各号に掲げる日を除く。）に業   

務計画書（様式任意）を担当者に提出するものとする。 
（２）研修テキストの作成 
   受注者は、上記４（１）の研修概要を受講者に理解させるためのテキスト

を作成し、受講予定者数の印刷を行い配付するものとする。 
（３）研修講師（講義・測量実技） 
 ① 講義及び測量実技説明 
   講師は研修テキスト及びパワーポイント等を利用し、測量の基本につい

て講義を行うとともに、測量実技の内容について説明を行う。なお、プロジ

ェクター、スクリーンが必要な場合は受注者が準備するものとする。 
 ② 測量実技（受講者２班編成） 
   受注者は、講師及び補助者により以下の測量実技を行うものとする。 

ア. トータルステーション等を利用し、任意座標により境界測量を実施す
る。 

イ. 測量成果に基づき、基準点、境界点の座標値、点名、標杭の種類、境
界線等情報を入力し、プリンター等により用地実測図を作成する。 
なお、実施にあたっては、受講者に測量作業の一部を補助させるなど、
実務を体験できる工程を組むこと。 

ウ. 使用ソフトは、通常の測量に用いるもので対応するものとするが、ラ
イセンス契約等により対応が困難な場合には、類似する他のソフトに
より対応することができる。 

エ. 測量実技は受講者２班編成を原則とし、上記４（３）の研修会場で行
う。 

 ③ 使用機材 
   講義・測量実技に使用する測量機器、パソコン、プリンターその他必要と   

する機材等は、受注者が保有しているものを使用機材として準備する。 
 ④ 測量の基準及び精度等 
   ア．測量の基準は、任意座標による。 
   イ．測量の精度区分は、甲３による。 
   ウ．縮尺は、１／２５０とする。 
（４）報告書の作成 
   受注者は、業務完了後速やかに以下の種類の報告書を作成する。 
 （報告書の種類） 
   ① CD‐R２部（正副） 
     なお、CD‐R はウィルス対策を行ったうえで、ウィルス対策に関す  

る情報（ウィルス対策ソフト名、ウィルス定義、チェック年月日）を記 
載したラベルを貼り付けること。 

   ② 紙媒体１部 
（報告書記載内容） 

①  研修テキスト 
②  研修参加者名簿（所属・氏名の記載されたもの） 
③  研修中の写真 
④  測量実技の結果 
⑤  アンケート結果 

 
６ 成果品 



（１）受注者は、業務完了後速やかに上記５（５）で作成した報告書を成果物

として提出する。 
（２）成果物の提出先は、農林水産省近畿農政局農村振興部用地課とする。 
 
７ 打合せ 
（１）本業務の実施に当たり、次の段階で打合せを行うものとする。 
   第１回 ： 業務に着手するとき（業務計画書提出後） 
   第２回 ： 研修テキスト作成後 
（２）打合せ場所は、農林水産省近畿農政局農村振興部用地課とする。 
 
８ その他 
（１）研修場所の使用許可は発注者が得るものとする。 
（２）研修実施中に発生した事故については、その原因が発注者の責に帰すべき

場合を除き、受注者がその責任を負う。 
（３）この業務に関して知り得た情報については、この契約期間に関わらず第三

者に漏らしてはならない。 
（４）検査の時期は、届出を受理した日から起算して１０日以内とし、支払の時

期は、検査合格後（成果物のある場合は引渡後）、適法な請求書を受理した

日から起算して３０日以内とする。 
 
９  疑義 
   この仕様書に定めなき事項、又はこの業務の実施に当たり疑義を生じた

ときは、必要に応じて担当者と協議するものとする。 



機密性2情報 研修関係者限り

別紙

　所要
　時間（分）

講　　義　　科　　目　　等  講　　　師　　　等 備　考

9:45 ～ 10:00 15  受付

10:00 ～ 10:10 10 挨拶 近畿農政局農村振興部用地課長

10:10 ～ 12:00 110
①測量の基礎（講義）
（測量・地図に関する初歩的な知識、測量
業務の流れ）

測量士等 15分休憩含む

12:00 ～ 13:00 60 （昼食）

13:00 ～ 16:30 210

②測量の実務（実技）
（測量機器を用いた測量から図面作成まで
の作業体系の実務、発注者が成果品を確
認する際の留意点等）

測量士等 30分休憩含む

16:30 ～ 16:50 20 質疑応答

16:50 ～ 17:00 10 アンケート

令和７年度近畿農政局土地改良事業用地補償・管理業務従事者育成実務研修実施業務

研 修 カ リ キ ュ ラ ム
令和７年　　月　　日　（　）

時　　間　　割


